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進学した生徒は、18~19 歳の青少年のうちの 5 パ
ーセントに過ぎなかった。それが、1990 年には、
全体の約 4 分の 1 の青少年がギムナジウムに通っ
ている。現在では、ギムナジウムへの進学率は、
都市によっては 50 パーセントを超えるところも




























11 学年から第 13 学年まで）において、2 つのコー
ス（基礎コースおよび専修コース）への区分を導
入することが取り決められている。ギムナジウム
の修業年限を 13 年とした場合、第 11 学年は導入
期（Einführungsphase）、第 12-13 学年を資格取得






























（Max-Planck-Institut für Bildungsforschung, Liebau
など参照） 
 
(4) 地域格差の解消と比較可能性の確保 － 





















































































































































































































































   操作 説明 





























































































































































































(J.W. von Goethe: Die Leiden des jungen 
Werther. 1787)の一部(第 2 部, 12 月 20 日の
手紙)  
z 課題（基礎コース）： 
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